












306

Acidon sugii Watabiki and Yoshimatsu シマイスノキア
ツバは小笠原諸島父島，母島および兄島に分布するトモ
エガ科アツバ亜科の固有種で，本属は日本で初めて記録
された (Watabiki et al., 2017)．
筆者は1996年1月，父島のシマイスノキから未知の

幼虫を複数採集後，飼育して成虫を羽化させた．杉繁郎
氏に同定を依頼したところ新属新種が示唆された (杉繁
郎氏私信，1996年2月13, 18日 )が，帰属等の詳細につ
いては不明のままクルマアツバ亜科の属・種名未決定種
として記録された (竹内ら，2006)．ここでは，1996年
に確認した幼虫と食草などについて報告する．なお，こ
れら採集した幼虫から羽化させた成虫は，本種記載の際
のホロタイプを含むタイプ標本の一部となっている． 

報告にあたり，小笠原の蛾類調査に長きにわたりご助
言，ご指導をいただいた故杉繁郎氏への深謝を申し上げ
る．杉氏は本種が未知種であることを当初より示唆し，
いつも気を配られていた．その杉氏の示唆から21年後
の昨年，本種を新種として記載した綿引大祐氏には本報
告の機会をいただき厚く感謝申し上げる．また，食草に
関してご教示いただいた安井隆弥氏 (小笠原野生生物研
究会 )，幼虫の発見および採集に協力いただいた三ヶ部
由紀 (現在，竹内由紀 )氏に御礼申し上げる．

幼　虫
若齢幼虫 (Fig. 1)，中齢，老齢幼虫 (Figs 2- 4)を図示

した．終齢幼虫の体長は最大30mmに達した．若齢幼
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Figs 1-4. Larvae of Acidon sugii Watabiki and Yoshimatsu on leaves of Distylium lepidotum. Chichijima Is., Bonin Islands, 
Japan (Feb. 1996). 1. Young instar. 2A. Middle instar with red dosal patches on T1- A9. 2B. Mature larva with red dosal 
patches on T2 (Scale bar: 1cm). 3. Same as 2A. 4. Same as 2B. 5. Cocoon.
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虫 (Fig. 1)の体色は緑色で成長するに従い，淡緑～淡黄
緑色と薄くなる傾向があった．胸部～腹部の背域に赤斑
を持つが，赤斑は中胸背面にのみ持つタイプ (Figs 1, 2B, 
4)，中胸～第9腹節まで帯状に入るタイプがあり (Figs 
2A, 3)，濃淡がある．また，胸部背面と頭部P1，P2刺
毛の刺毛基板が発達し，融合して黒帯となる場合がある 
(Fig. 2B)．頭部は黄緑～暗黄緑色．黄白色の亜背線はど
の個体もはっきりとしているが，背線は途切れがちで背
域に赤斑が発達するタイプの幼虫でははっきりしない．
気門上線，気門線は途切れがちに点々とあるように見え
る．刺毛は細く，刺毛基板は黒褐色で，頭部のそれは胴
部に比較して大きい．なお，腹部末端節の肛上板が黒い
個体もみられた (Figs 2A, 3)．A3からA6の腹脚はA5と
6が同程度に発達しているが，A3は小さくA4はA3と
A5およびA6の中間程度の大きさである．
また，幼虫はシマイスノキの葉上で人が近づくなどの

気配を感じると，腹脚と尾脚を固定したまま胸脚を離し，
頭部から体半分程を勢いよく左右に数回振る行動を見せ
ることがある．激しく体を振って葉から落下することも
しばしば見られる．蛹化は樹上で行われ，葉を綴り薄い
繭を作る (Fig. 5)．
幼虫は1996年1，2，3，4, 8月にシマイスノキの葉か

ら採集した．なお，これまで成虫は1，2，8，9，10月
に野外から採集されている (Watabiki et al, 2017)．

食　草
マンサク科 Hamamelidaceae イスノキ属 Distylium の

シマイスノキ Distylium lepidotum Nakai. シマイスノキは
小笠原の乾性低木林を構成する主要な常緑低木で固有種
である．西日本から台湾，中国南部に分布するイスノキ 

D. racemosum と近縁である (小野・奥富，1985)．

採集・飼育例
東京都小笠原村父島中央山，1. I. 1996 幼虫採集 (シマ

イスノキ )，7. I. 1996 蛹化，23. I. 1996 1♀羽化；東京
都小笠原村父島中央山，11. II. 1996 幼虫採集 (シマイス
ノキ )，18. II. 1996 蛹化，6. III. 1996 1♂羽化；東京都
小笠原村父島中央山，2. III. 1996 幼虫採集 (シマイスノ
キ )，13. V. 1996 蛹化，21. X. 1996 1♀羽化；東京都小
笠原村父島傘山，5. VIII. 1996 幼虫採集 (シマイスノキ )，
10. VIII. 1996 蛹化，10. IX. 1996 1♀羽化．
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Summary  The larva of Acidon sugii Watabiki and 
Yoshimatsu was taken from Distylium lepidotum in January 
to April and August 1996, at Chichijima Is. of the Bonin 
Islands, Japan. Acidon sugii is endemic to Ogasawara 
Islands. This is the first report on the morphology of early 
stages for this species.

■2018年秋の例会のご案内
秋の例会を下記の要領で開催する予定です．会員外でも

参加可能です．ふるってご参加ください．
日　時 ：2018年9月29日 ( 土 )   13:00 ～ 16:30
会　場 ：国立科学博物館・附属 自然教育園 (2階会議室 )
　　　　東京都港区白金台5-21-5   代表電話 03-3441-7176
交　通 ：JR山手線の目黒駅東口から徒歩7分程度，地下鉄・
南北線／三田線の白金台駅から徒歩4分程度．

参 加 費 ： 会場費は300 円．入園料は別途310 円となります 
(65 歳以上は証明書提示にて入園無料となります )．
休憩時間には園内散策できますが，園内は天然記念物指

定され，採集禁止ですので，ご注意ください．

そ の 他：例会終了後に会場周辺で懇親会を予定しています．
世 話 人：堀江清史，枝恵太郎

■研究発表プログラム
〈特別講演〉
神保 宇嗣「国立科学博物館附属自然教育園の蛾類調査」
〈一般講演〉
新津修平「カバシタムクゲエダシャクの翅退化について」
中尾健一郎「ミャンマー Kennedy Peak山塊で採集された蛾」
前田大輔「北海道で得られた日本未記録のボクトウガの一種」
四方圭一郎・枝恵太郎・金子岳夫・飯森政宏　「2018年夏
の南アルプス高山蛾調査報告」

会  報
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本会に関する連絡，照会，送金等はすべて次のところにお願いします．会費　年額 7,000円（若手会員 3,500円）
275-0017  千葉県習志野市藤崎 7丁目 5-33  日本蛾類学会事務局（FAX 047-493-9179）振替 00160-2-72803
また，蛾類通信への投稿は以下にお願いします．
222-0001   神奈川県横浜市港北区樽町 1-27-16　枝　恵太郎　　 e-mail: eda@air.ocn.ne.jp

昆　  虫　  植　  物　研  究  器  具  は
80 余年の経験と信用を誇る「志賀昆虫」へ
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舶来品をはるかに凌駕する最良最硬質ステンレス（モリブデン含有）
各種標本箱等蛾類研究用必需品も取揃えてあります．ぜひご利用下さい。
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ムシは一ばん
4 0 1 （代表）   振替 0 0 1 3 0 -4-2 1 1 2 9

カタログ
進　　呈

株　式
会　社

金子岳夫　長崎県対馬で得られたヒメシャク亜科
の1 新種  …………………………………………… 285

岸田泰則　日本のアジアホソバスズメについて　… 287
冨永 智　石垣島，沖縄島におけるクロヘリキノメ
イガ，ヒメツマグロシロノメイガの生態記録  …… 289

綿引大祐・吉松慎一　ナカジロフサヤガのヌルデ
による飼育記録  …………………………………… 291

那須義次　日本での記録が少ないハマキガ科2 種 … 294
前田大輔　北海道で得られた日本未記録のボクト
ウガの一種 ………………………………………… 296

長田庸平・吉武　啓　奄美大島からトカラ列島宝島

に向かう船上で採集された蛾類6 種の記録  ……… 297
金子岳夫・船越進太郎　岐阜県で得られたアオシャ
ク亜科の1 新種の記載  …………………………… 299

船越進太郎　ツブラジイから得た幼虫 (VI)　ウス
キコヤガの幼生期の記録　 ……………………… 300

新津修平　東京都で初めて見つかったアマリチビ
ミノガ  ……………………………………………… 305

竹内浩二・大林隆司　シマイスノキアツバの幼虫
と食草について  …………………………………… 306

会　　報　  …………………………………………… 307

■蛾類通信をお届けします
蛾類通信287号とTinea24(3)をお送りします．お送り

しました封筒の宛名タックシール右下に会費納入状況を
印字しました．この受領年は2018年8月31日時点での
納入状況です．ご送金が行き違いになった場合はご了承
ください．若手会員の会費は年額3,500円です．2018年
は「1993年およびそれ以降生まれ」の国内会員を若手
会員とします．この条件に合う方で封筒の宛名タック
シールに「若」印のない方は，手紙 (〒275-0017千葉県
習志野市藤崎7丁目5-33)，FAX(047-493-9179)または電
子メール (info@moth.jp)で生年を西暦でお知らせくださ
い．

例：会員番号 999　氏名 蛾類太郎　生年 (西暦 ) 1993年

一般の方は従来通り7,000円です．
お願い：移転や住所変更の際は，事務局までお知らせ

ください．本会誌は郵便でお送りしていないので，郵便
局への移転通知では新住所に転送されません．よろしく
お願いいたします．

■会員移動
○新入会員
神山敬 / 市村檜文


